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● アミノインデックス® 検査　結果報告書

電子カルテはビー・エム・エル

No.2023-3   Date 2023.1

アミノインデックス® 検査
検査結果報告書 様式変更のお知らせ
謹啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別なご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。
この度、下記の検査結果報告書につきまして、別掲のように変更させていただきますので、
ご案内申し上げます。
先生方には大変ご迷惑をお掛けいたしますが、何卒ご了承のほどよろしくお願い申し上げます。

謹白　

裏面に続きます

対象報告書 総合検査案内 2022：227,228 ページ掲載

アミノインデックス®,AICS®,A
エーアイエルエス

ILS®,AIRS®,aminoステップ®は、味の素株式会社の登録商標です。

【該当項目一覧】 依頼コードNo 検査項目名
13034 男性AICS（5種）
13035 女性AICS（6種）
77414 男性AIRS（認知機能評価あり）
77415 女性AIRS（認知機能評価あり）
77416 男性AIRS（認知機能評価なし）

77417 女性AIRS（認知機能評価なし）

AICS®（アミノインデックス® がんリスクスクリーニング）
血液中のアミノ酸濃度から、健康な人とがんである人のアミノ酸濃度バランスの違いを統計的に解析し、現在がんであるリスク
を評価する検査です。

AIRS®（アミノインデックス®リスクスクリーニング）

AICS®とA
エーアイエルエス

ILS®の両方を評価する検査です。

A
エーアイエルエス

ILS®（アミノインデックス® 生活習慣病リスクスクリーニング 認知機能評価追加）
10年以内に脳卒中・心筋梗塞を発症するリスク（A ILS（脳心疾患リスク））、4年以内に糖尿病を発症するリスク（A ILS
（糖尿病リスク））、大切な栄養素である必須・準必須アミノ酸が血液中で低下していないかどうか（AILS（アミノ酸レベル））、
および現在認知機能が低下している可能性（AILS（認知機能低下））を評価する検査です。

2301001-03_INF_2023-03_その他_アミノインデックス検査報告書変更_2頁_ok.indd   1 2023/01/10   10:03



AICS®・A
エーアイエルエス

ILS ® 結果報告書の変更概要

●全体的にデザインを見直すとともに、受診者が分かりやすい表現に記載内容を変更

●アミノインデックス®の検査内容に関するお問い合わせ（フリーダイヤル）を追記

●従来記載しておりました情報につきましては、一部アミノインデックス® 	受診者サイト（新設）に掲載

現行（変更前）：AICS® 報告書

現行（変更前）：A
エーアイエルエス

ILS® 報告書

表面

表面

裏面

裏面

表面

表面

裏面

裏面

新規（変更後）：AICS® 報告書

新規（変更後）：A
エーアイエルエス

ILS® 報告書

4年以内の糖尿病発症リスク

このたび、受診いただきましたあなたの検査結果および生活習慣改善タイプをご報告させていただきます。

エーアイエルエス

AILS報告書
エーアイエルエス

※1「ランクＡ（約251人のうち1人が4年以内に発症）」を1.0倍とした場合の発症リスク

AILS（糖尿病リスク）値

糖尿病を発症するリスク

AILS（糖尿病リスク）値
0.0 5.0 8.0 10.0

高い低い
ランクC（16.7倍※1）ランクB（7.8倍※1）ランクA（1.0倍）

10年以内の脳卒中・心筋梗塞発症リスク

※4 「ランクＡ（約200人のうち1人が10年以内に発症）」を1.0倍とした場合の発症リスク

AILS（脳心疾患リスク）値

脳卒中・心筋梗塞を発症するリスク

AILS(脳心疾患リスク)値
0.0 5.0 8.0 10.0

高い低い
ランクC（11.4倍※4）ランクB（3.9倍※4）ランクA（1.0倍）

あなたの糖尿病
リスクは「 」です。 あなたの脳心疾患

リスクは「 」です。

あなたの
生活習慣
改善タイプは

「

」です。

■同封の「AILS®生活改善ガイド」をお読みください。
■より詳しい検査結果と、あなたにおすすめの生活習慣改善方法は、
　アミノインデックス® マイページからご覧になれます。
■スマートフォンやタブレットはこちらから
■PCはこちらから
https://mypage.aminoindex.jp

監修：三井記念病院 総合健診センター 特任顧問、日本橋室町三井タワー ミッドタウンクリニック 常任顧問 山門 實

ランクA ランクB ランクC

通常

低い

AILS
（アミノ酸レベル）

AILS（糖尿病リスク）

タイプⅠ タイプⅡ

タイプⅢ タイプⅣ

タイプ 認知

血液中の必須・準必須アミノ酸レベル

※2 人間ドック受診者で「低い」または「通常」と分類される割合

AILS（アミノ酸レベル）値

あなたのアミノ酸レベルは「 」です。

AILS（アミノ酸レベル）値
0.0 30.0 100.0

必須・準必須アミノ酸レベル低い
通常（83%※2）低い（17%※2）

裏面は検査結果に
関する解説をご用意しています。

必ずお読みください。

コメント

現在認知機能が低下している可能性、将来糖尿病、脳卒中・心筋梗塞を発症するリスクは、
AILS（認知機能低下）、AILS（糖尿病リスク）、AILS（脳心疾患リスク）と、その他の検査
結果と共に総合的に判断されるものです。本検査結果の解釈や他の検査結果との関係に
関しては、医師にご相談ください。

●AILS®の検査結果の判断について
エーアイエルエス

解析委託先：味の素株式会社
アミノインデックス®は、味の素株式会社が開発した検査です。

、AILS®は、味の素株式会社の登録商標です。
エーアイエルエス

エーアイエルエス

※AILS®＝アミノインデックス® 生活習慣病リスクスクリーニング (AminoIndex® LifeStyle diseases)

AILS（認知機能低下）は50～100歳、AILS（糖尿病リスク）とAILS（アミノ酸レベル）は
20～80歳、AILS（脳心疾患リスク）は30～74歳の日本人を対象として開発された検査です。
これらの方以外のAILS値や生活習慣改善タイプは出力されますが、いずれも評価対象外
となります。また、認知症の方、軽度認知障害の方、糖尿病の方、脳卒中の方、心筋梗塞の方
（いずれも医療機関で診断を受けた方、あるいは治療中の方）の場合、その疾病・所見に
関するAILS値や生活習慣改善タイプは出力されますが、いずれも評価対象外となります。

血液中のアミノ酸濃度は様々な原因で変化します。認知症、軽度認知障害、糖尿病、
脳卒中・心筋梗塞以外の疾患や、個人特有のアミノ酸濃度バランスにより「ランクB」や
「ランクC」と判定される場合があり、必ずしも現在認知機能が低下していたり、4年以内に
糖尿病、10年以内に脳卒中・心筋梗塞を発症したりするわけではありません。

ランクＢ ランクC について

AILS（認知機能低下）、AILS（糖尿病リスク）、AILS（脳心疾患リスク）がそれぞれ「ランクA」で
あっても現在認知機能が低下していない、4年以内に糖尿病を発症しない、10年以内に
脳卒中・心筋梗塞を発症しないとは言い切れません。

現在認知機能が低下している方が低下していない方よりも何倍「ランクＡ」、「ランクB」や
「ランクC」になりやすいかを示す値

ランクA について

AILS(認知機能低下)の
検査結果がランクAの
場合空欄になります

現在認知機能が低下している可能性

※3 各ランクの尤度（ゆうど）比（右下の解説参照）

AILS（認知機能低下）値

この検査項目を選択された方のみ結果が印字されます

認知機能低下の可能性

AILS(認知機能低下)値
0.0 5.0 8.0 10.0

高い低い
ランクC（3.0倍※3）ランクB（1.3倍※3）ランクA（0.5倍※3）

あなたの認知機能
低下の可能性は「 」です。

エーアイエルエス

●AILS（認知機能低下）、AILS（糖尿病リスク）、AILS（脳心疾患リスク）のランクに
ついて知っておいていただきたいこと

●尤度（ゆうど）比とは

アミノ酸は、私たちの体を構成する重要な栄養成分であり、健康な人では、血液中のアミノ酸濃度バランスが一定に保たれています。しかし
ながら、生活習慣が乱れたとき、疾患の発症前や発症したときには、血液中のアミノ酸濃度バランスが崩れ、病気の種類によってそのバランスの
崩れ方に特徴があります。AILS®では血液中のアミノ酸濃度バランスをもとに疾患リスクを評価します。さらに、血液中のアミノ酸濃度バラ
ンスによる総合的な評価に基づいて、あなたに適した生活習慣に関するアドバイスを提供します。

検査結果に基づく生活習慣改善タイプについて

生活習慣病リスクスクリーニング（AILS ）の解説
エーアイエルエス

エーアイエルエス

あなたの検査結果分類の場所に「●」が印字されます。
AILS（認知機能低下）が「ランクB」または「ランクC」の場合、「＊」のマークが並べて印字されます。

あなたの
生活習慣
改善タイプは

「

」です。

ランクA ランクB ランクC

通常

低い

AILS
（アミノ酸レベル）

AILS（糖尿病リスク）

タイプⅠ タイプⅡ

タイプⅢ タイプⅣ ●＊

Ⅳ ＊
タイプ 認知 AILS(認知機能低下)の

検査結果がランクAの
場合空欄になります

AILS（糖尿病リスク）とAILS（アミノ酸レベル）の検査結果に基づき、タイプI、II、III、IVのいずれかを表示します。

あなたのAILS（認知機能低下）の
検査結果が「ランクB」または
「ランクC」の場合、

「＊」のマークがつきます。
AILS（認知機能低下）を
選択していない場合は、

この欄に斜線「／」が印字されます。

AILS(糖尿病リスク)：「ランクA」
AILS(アミノ酸レベル)：「通常」タイプⅠの方 AILS(糖尿病リスク)：「ランクB」または「ランクC」

AILS(アミノ酸レベル)：「通常」タイプⅡの方
AILS(糖尿病リスク)：「ランクA」
AILS(アミノ酸レベル)：「低い」タイプⅢの方 AILS(糖尿病リスク)：「ランクB」または「ランクC」

AILS(アミノ酸レベル)：「低い」タイプⅣの方

血液中のアミノ酸濃度バランスからあなたの疾患リスクを評価

糖尿病リスク 脳心疾患リスク

アミノ酸レベル認知機能低下

https://mypage.aminoindex.jp
※冊子「AILS®生活改善ガイド」からもご確認いただけます

エーアイエルエス

※アミノ酸濃度バランスはイメージです。

スマホやタブレットは
こちらからその生活、今日から改善しましょう！

あなたに合った生活習慣改善のアドバイスや健康増進に役立つ
コンテンツで、毎日の健康習慣をしっかりサポートします

食べ過ぎ 喫 煙たんぱく質不足塩分過剰

健康な方 不健康な
生活習慣の方

血液中のアミノ酸濃度バランスが変化生活習慣の乱れ

運動不足

運 動

健 康
アドバイス

食 事

さぁ、今すぐCHECK!

分 析分 析

あなたのアミノ酸濃度バランスにあった健康増進をサポートあなたのアミノ酸濃度バランスにあった健康増進をサポート

監修：三井記念病院 総合健診センター 特任顧問、日本橋室町三井タワー ミッドタウンクリニック 常任顧問 山門 實

監修：三井記念病院  総合健診センター  特任顧問、日本橋室町三井タワー  ミッドタウンクリニック  常任顧問  山門 實

●	A ICS®・A
エーアイエルエス

I LS®検査後のステップ（アミノインデックス®	 受診者サイト（新設）・aminoステップ®
の紹介他）に関する説明を追加（aminoステップ®：生活改善サポートアプリ）
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